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年に開催された未来

投資会議において，安倍首相（当時）から「建設現場の生

産性を 」
の取組みを推進してきた 
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は，特記仕様書に明記されたリクワイヤメントから必要項
目を選定し，協議のうえで適用する方法となっている．実
施項目としては，3D モデルにプロジェクトの時間の管理
情報を付与して工程をシミュレートする 4D モデルや，
資産に関する属性情報を付与した維持管理のための 7D

モデルの試行といった属性情報の活用に主体を置いた内容
に移行している．
プロジェクトへの BIM の適用については，筆者が

2018 年に BIM に積極的に取り組んでいる西欧のゼネラ
ル・コントラクターに赴き，彼らの手法を 3 か月にわた
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正・変更・追加などを適時共有できる環境 ( CDE ) 

の構築を行う．
( 3 ) 生産管理システム

IIS の工場ではプロジェクトの情報はすでに電子
データ化されており，プロジェクトごとにデータ
ベースに管理されているが，それらのデータは，設
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BIM モデルは工事着手時までに完成しているのが理想で
ある．しかしながら，現状の国内のプロジェクトでは 2D
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( 1 ) データ互換性への対応
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